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開 催 報 告
編集後記
　『文化と芸術』には毎号、様々な内容の報告が掲載されます。今号をみても演劇、音楽、
美術、メディア、商品開発、それに加えて巻頭の下澤先生によるボランティアなど。本誌
の多岐にわたる領域は2学部の小規模ながら本学の研究分野の多様性と可能性を表すもの
といえるでしょう。今回、「情報発信」のことを書かせて頂きましたが、大学からの発信
によって、学外の〈産官学民stakeholders〉からの様々なアクセス、アプローチを頂き、
コミュニケーションの相互作用によって大学の質量両面の発展、充実を図る、という方向
性は21世紀の大学のあり方に適うものと考えます。学外との活発なコミュニケーション
こそ、大学のエネルギー源となるものでしょう。（St.）
○平成27年度後期　公開講座「世界情勢の現在を読み解く」
10月31日（土）　国際関係の変動と地政学
　　　　　　　　　　佐藤　優（作家・元外務省主任分析官／本学客員教授）
11月14日（土）　アジアの相互理解のために
　　　　　　　　　　崔　学松（国際文化学科）
11月28日（土）　多様性のある創造的共同体に向かって
　　　　　　　　　　崔　学松（国際文化学科）
12月12日（土）　アジア半球の時代をどう生き抜くか
　　　　　　　　　　手嶋　龍一（外交ジャーナリスト・作家／本学参与）
○平成27年度　研究成果発表会（2015年11月12日開催）
生活文化の形成における家事家電製品のデザインと広告の変遷
　　　　　　　　　　伊豆　裕一（デザイン学科）
専門科目への英語教育導入に関する研究
　　　　　　　　　　高山　靖子（デザイン学科）
浜名湖水都構想における環境設計手法の提唱
　　　　　　　　　　中野　民雄（デザイン学科）
多文化共生分野の地域課題解決に向けた実践的研究
　　　　　　　　　　池上　重弘（国際文化学科）
浜松市天竜区水窪町における民間口承文化財（昔話）の採録調査
　　　　　　　　　　二本松　康宏（国際文化学科）
パリにおける日本系文化施設の現状と課題
　　　　　　　　　　松本　茂章（芸術文化学科）
浜松市の中山間地域における空き家の利活用をめぐる社会学的研究
　　　　　　　　　　舩戸　修一（文化政策学科）
浜松における民芸運動の事業構造について
　　　　　　　　　　黒田　宏冶（デザイン学科）
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